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銀行オンラインシステム用ソフトウェアパッケージ
Software Packages for On-Line Banking SYStem

近年,銀行業界での機械化システムは,新たな展開期に入ろうとしている｡これ

からの銀行オンライン システムを開発する上での課題は,鈍行ごとに特色のあるシ

ステムを少ない要員で容易に一夫現することである｡

日立製作所は,銀行ユーザーのニーーズに応ずるため,過上の技術苔柿をもとに

HITAC Mシリーズでの銀行オンライン アプリケーション コントロール システム

"HIBACS'､(HITACHIBanking Application ControISystem)を開発した｡

本稿は,鈍行業務機1城化の今後の動向,システム開発_l二の課題及び`-HIBACS''

の機能･特モミについて述べる｡

□ 緒 言

銀行業界での業務処理のオンライン化は,預金･為替とい

った業務から実施され,順次拡大･発展してきた｡銀行ごと

の機1戒化の歴史は,様々に異なっており,それぞれ異なった

システム形態･機能を待ったシステムが構築されている｡

今まさに,高度成長時代から恒′活的なイ氏成一良時代を迎え,

銀行業界での機械化システムは新たな展開期に入ろうとして

いる｡このような時期でのシステムに対する課題は,様々に

異なって成長してきた銀行ごとのシステムを銀行独自の経常

方針に従い,安全かつ容易に移し替え,空言かつ特色ある新

規機能を具備した信束副生の高いシステムを,少ない要員で構

築することを可能とすることであろう｡ニれからの銀行オン

ラインシステムの開発･移行･運用･維持に当たって,シス

テム開発枝ぎ去及びソフトウェアの体系化･標準化が,従来に

も蛸して強く要望されてきている｡

本稿は,銀行業務機不戒化の今後あ勅｢r】],システム開発_Lの

課題及び銀行オンライン アプリケーショ ン コントロール

システム〔HITACHIBanking Application ControISys-

tem(以下,"HIBACSl'と略す)〕の位胃づけ･機市巨･持氏につ

いて述べる｡

臣l 銀行業務弓幾械化の歩みと今後の動向

銀行業界でのコンピュータき淫人の歴史は,郡■1†-J銀行を中心

に,パンチ カード システムの時代を経て昭不‖30年代後平に

始まった｡その後,機械化は銀行ごとの規模･環境条件･経

′呂◆方針の差異により,様々な変達をとげ今日に至っている｡

銀行業務機械化の歴史及びシステム形態･機能は,個別の

銀行ごとに様々に異なっており,+単純にパターン化すること

は困難であるが,ここでは,典型的な2パターンを選定し機

才戒化の歴史･システム形態･機能につし､て述べる(図l)｡

Aパターンの銀行でのコンピュータの導入は,テi三に後‾方事

務処手堅の合理化･省力化を目的としたバッチ処+理から始まり,

その後,高い迅速性を必要とする普通預金や為替を中心に科

目別にオンライン化が進められ,順次,科目追加･オンライ

ン店舗拡大がなされてきた｡そしてこの科目別オンライン

システムは,大量事務処理の合車型イヒ･迅速な処理という面で

は大いに効果を挙げ,またネット預令のような新しいサービ

スにも貢献してきた｡
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しかし,総合口座のような複数年斗巨=即こまたがる商品の山

現に対しては,科目別のシステムでは十分に対応しきれない

面もでてきた｡しかも,㊨管理のような顧客管三軍業務を合理

化するための二Ⅷズとともに,営業店の業務推進活動を積極

的に支援するためのシステムの必要性も高まり(図2),顧客

情報ファイルを中心とした銀行総合オンライン システムが再

構築されるに至った｡

また,Aパターンの銀行での管三塁計画面へのコンピュータ

適絹の歩みをみると,磁気テープベースの管理情報ファイル

群をもとに
一定サイクルで計数関係諸表を出力するバッチ処

理システムから,才滋気ディスク ベースの統合された管理情報

データ ベース群をもとに,リアルタイムに任意の計数データ

を検索･加工し,グラフ表示することが可能なオンライン処

坤システムへと変遷してきた｡

更に,業務処理システムと管理計画システムとが有機的に

結でナされ,総′㌣情報システムへとレ/ヾルアップされることが

予想される｡

一一方,Bパターンの銀行でのコンピュータのj導入は,Aパ

ターンの銀行よI)も退汁Lて開始され,オンライン システムは,

システム偶発作業の平準化という観∴烹から,科目別に逐次開

発されてきた｡Bパターンの銀行のオンライン システムの中

には,当初から顧客別に科目ごとの情報が名寄せされ,きめ

細かい顧客管]理を吋能としているシステムも多く,Aパター

ンの銀行の不斗目別オンライン システムよりも豊富な機能を持

ったシステムも多い｡

二のようなBパターンの銀行での機械化の今後の動向は,

現在まで逐次開発･苔栢Lてきたシステムの能力を,容易か

つ安全に増強し,オンライン機能を全科目･全店に拡大し,

きめ細かな顧客管理･顧布サ【ビスを実現することといえる｡

8 システム開発上の課題と解決の手段

以上述べた銀行業務機械化の今後の動向を実現するための

システム開発上の課題と,ソフトウエア･システム開発技法

を中心とした解決の手段とをまとめて図3に示す｡

3.1 システム開発上の課題

過去の銀行オンライン システム開発では,オンライン シ

ステムを確実に実一呪すること,処理上のむだを省き,オーバ

*
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年 代

パター ン
日召和30年代 昭和40年代 昭和50年代

後方事務処理の合理化･省力化を

目的とLたバッチ処王里システム

業務処理

システム

(パッチ)

科目別口座

ファイル群

◆

営業店事務処王里の合理化･迅速化

を目的とLナニ,科目別オンライン

システム

顧客情報ファイルを中心とし,

営業店業務推進活動を積極的に

支援するシステム

Aパターンの銀行

管理

システム

(バッチ)

業務処王里

システム

(オンライン)

管王引責報

ファイル群

サマライズ

†{-

科目別口座

ファイル群

管理計画

システム

(オンライン)

業務処理

システム

(オンライン)

管理情報

データベース

寸

総合情報

システムへの移行

r__∫､､-"一戦略システムヘ
L--ノのレベルアップー

ーシステムの安全
性の追戎一一

顧客情報

ファイル群

後方処玉里の合王里化･省力化を

目的とLたバッチ処王里システ
ム

業務処理

システム

(バッチ)

顧客別に科目情報が名寄せされ,

きめ細かな顧客管理を可能とした
システム

管理

システム

一l

科目別口座

ファイル許

管理情報

ファイル′`データベース

サマラ

Bパターンの銀行
(バッチ

オンライン)

業務処理

システム

(オンライン)

∴亨‾‾‾ゝ
顧客情報

ファイル群

｢__∫･､開発･蓄積Lてきた
L--｢ノシステムのエンハンス

Ⅵ--一能力向上-

-全科目,全店への拡大-

図l銀行業務機械化の歴史及びシステム形態 銀行ごとの規模･環境条件･素量営方針の差異により

様々な変遷をとげ今日に至っている｡

ヘリドを姑什もl災にLて処刑絹巨力を確†米すること,i享J伯谷貰

(メモリ,ファイル)を節約L､慨械効率を_l二げることなどを

滋賀1探題と Lていた､て.

二れからグ)銀行オンライン システム1与H発では,ノ左1■モかづブ宗

易にシステムを柊L替えること,豊t;†かつ柿色ある新劫蛸紺旨

を具備したイ1て柏竹三の高いシステムをリミ′呪すること､少ない要

員でシステムの開発･す仁こ大･述朋を･け能とすることな.どが新

たな課題として′卜起Lてきた｡

3.2 解決の手段

これか⊥1の寅艮行オンライン システムI5日発の過程で′卜起Lて

きた一環超を解決するため,【‾l在製作I叶がHITAC Mシリー-ス

川として開発Lたソフトウェア,ノ之びシステム エンジニアが

吉相･体系化してきたシステムりりヲ己枯淡は次に述べるとおり

である｡

(1)オペレーティング システム

HITAC Mシリーズは, EDOS-MSO/M (Extended

Disk Operating System-Multi-Stage Operation/M),

及び VOS2(VirtualStorage Operating System2),

VOS3をサポートしている｡EDOS-MSO/Mは,HITAC

8000シリ【ズからの移行作を確保するため†糾rJされ,HITAC

8000シリーズの_l二で開発･蓄積されたシステムを谷易かつ安

仝にHITAC Mシリーズに移L拝え､能力榔頗を関り,機能

追加をすることを可能とLている｡圭た,VOS2/VOS3は,

24

析髄能を一乍′乏するため他用され,SVSAM(SpecialVirtual

Storage Access Method), HDLC(High-IevelData

Link Control)ち‾どの新朔▲機能を仙川することを叶能として

いる_

(2) つフナり ケーーショ ン コントロール システム

E工)OS-MSOを中心とした鈍行オンライン システム川の

すンライン コントロール プログラムとLて,POLS 400

(Program-mOdules for On-Line System Support 400)

をじ臼ヲ己L､,;辻一汁技術を書付をし,‾〃∫℃の標準化を阿ってきた｡

POLS 400の寸土術哉≡柿をベー【スにオンライン コントロール

稗綿巨･ファイル コントロー′し機能を標畔化し,VO S2/

VOS3をJiJしゝる卦と行オンライン システム何とLてシステム･

/ヾ､ソケージ■､HIBACS-Iをl凋発した｡"HIBACS■-を性川する

ことにより.ユ=サーーは,盟†:†な機能を持つシステムを容易

かつ′左令にイ満築できる｡

(3)システム開発言語

遡上ク‾)システム開発言語は,アセンブラートL､であったが,

VOS2/VOS3では,PL/Ⅰを中心とする高石救言語の仲川を

可能とL,システム開発･維持の′‡坤た性rrlJ_卜をプミ現している｡

(4)テストI口iヂ丁工具類

湖-上のシステム開発でのテスト用ifiユニ旦頬は個別に準備･

l利発されていたが,VOS2/VOS3では, HMTS(HITA

CHI Module Testing System),CIOS(ComIⅥunication



営業店業務

推進活動の

積極的支援∵

･タイムリーな顧客情報の提供

･顧客管理精度の向上

･新種商品開発への柔軟な対応

営業店事務処理の

いっそうの合理化

･事務棟械化範囲の拡大

･科目間複合サービス

･営業店管理棟能の向上

顧客サービス時間･空間

の拡大 -

･｢いつでも利用できる銀行Jの実現

･｢どこでも利用できる銀行+の実現

･顧客とシステムの直接対話

システム

開発･拡大･運用の

容易さ - --

少ないマンパワーでのシステムの開発

業務の容易カ､つ安全な追加･拡張

システム運用要員の削減

図2 銀行…総合オンラインシステムのニーズ 顧客情報ファイルを

中心とL高度な機能を持つシステムの開発ニーズが高まってきた｡

Input Output Simulator)を中心に標準のテスト州iチト1ニー比

類が準備され,デバッグやテストの効やをIrりLさせている｡

(5)件台巨評価技法

HITAC 8000シ】卜¶ズの世代から蓄枯された性能評価技術

をベー一久に,HITAC Mシリー-ズでは,ソフトウェア モニ

タや組込み型ハrドゥェア モニタを与し備L,性能評価･検定

技法を確立L,より精度の点い作能l社主界他の見椀めを可能と

こ㌢逐次開発,蓄積してきた大規模システムを安全かつ容易に移し替

え能力増強を回る｡

･､ノ銀行ごとに独自の経営方針に従った特色のあるシステムの構築を

行なう｡

･′二〕顧客情報ファイルを中心とした豊富な新機能を実現する｡

′二～ますます増大する事務量をこなすハイパーフォーマンス･システ

ムを実現する｡

｢二･でき得る限り止めず,万一停止しても迅速にサービスが再開でき

るノンストップ･システムを実現する｡

コ少ないマンパワーでのシステムの開発･拡大･運用を実現する｡
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F/′いる.

1､1L_二仙∴州寸土∵トラインシ1テム川+那)脚打′1÷

槌-ナる,iリと粒々叫ノ上-j‾るため･ゾ〕｢Jて貨につ･さ.子芹汀じてさたが,次の

4.で･l一心的乙･/Jイ･∵亡-ナ1る跳付すンライン アプリケー‾ション

ニコン い-トー′し シ フ､テムー▲HIBACS'■の付紙巨･れ二1_去を小心に′i公

/ヾる.

日 銀行オンライン アプリケーション コントロール

システム"HIBACS''

4,l"HIBACS”の概要

lト1′二･■聖･望作付は,鈍行総††すンラインシステムのニーーズを分

仰!ノ,かつ一;出土の多数のすンライン バンキング システムl‡H

ヲ邑♂‾)絡験ヒj‾k称fゼ川音をもとに､HITAC Mシリーーズでの鈍行

総｢干すンライン川 レJ
ノ.√

長比行すンライン 1'‾ハトナーション

コントロー′し システムー､HIBACS■■を偶発した｡…HIBACS'一

は, 鈍行すンライン コントロー｢ル システムTMS-4V

けransaction Management System-4V)と拭什業務ファ

イル符Jニー】1システムFMB(File Manager for Banks)から

成るシステム ′ヾ､ソナーー･シ､である｡､-HIBACS､'は,オンライ

ン シてテム〝‾)本田l■1てJろ､･件Lさ一寸ンライン制御,ファイル

.1州机
t;1■:∴二いり批越川処Jニー王しなピー をl牧収し,ユーザー‾はシ

ステム糊亨己にユ11たってジ三務処一叩の糊ヲ己にヤ念できる･､)

4･2"=lBACS”の位置づけ及びソフトウェア構成

‥HIBACSl■は､VOS2/VOS3 二乙一パパイザク)符+二り与〝‾)も

とで別件するアプリケ‥ション コントロール システムであ

り,組付総′ナオンライン システムの小核としてt､ンニ‾こ2■】:づけ⊥lノれ

る(図4)｡--HIBACS…は,TMS-4Vノ之びFMBかごフ成り,

そグう概要は次に述べるとおりであるr〕

(1)銀行オンライン コントローール システム TMS-4V

TMS-4Vは,肘㌢川てJなアプリケーション制御機能をサセ■

--卜しており,ユーザーは例外処児をほとんど悲ぷぃ弓‾ること

なく獅努処坪プログラムを作成できる｡また､システム川手k

■〕選択可能なオペレーティングシステム

ーーEDOS-MSO′′M--

VOS2.ノVOS3--

ノオンライン コントロール横能,ファイル

コントロール殻能の標準化

一肌-▲HIBACS”-

‾･高級言語のサポート

ーー最適化PL■Ⅰなど--

､･標準治工具類の準備

-HMTS,CIOSなど-一

二確立された性能評価,検定技法

-一組込み型ハードウェア
モニター

ーーソフトウェア モニターー

図3 システム開発上の課題と解決の手段 H什AC Mシリーズでのソフトウェア及びシステム開発

技法を中心にLた解決の手j設を示している｡
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再開始時の標準的な運用も可能である｡

(2)銀行業務ファイル管理システム FMB

FMI∋は,顧客情報ファイルを中心とした各種銀行業務フ

ァイルを効率よく管理し,業務処理プログラムとアクセス法

の仲介を行なう｡FM壬∋管理ファイルは,メイン エリアとオ

ーバフロ【エリアから構成さオト 実現可能なファイルは,顧

客番号･U座番号･片仮名氏名などのキーによりアクセス吋

能な各種銀行業務ファイル群である｡

4･3"H旧ACS”の機能及び特長

"HIBACS'■の機能構成を図5に示し,"HIBACS,,の朽士主

を次に述べる｡

(1)顧客情報ファイル実現の容易化

"HIBACS''は,銀行業務ファイル専用のフ7イル管卿幾

能をサポートし,業務処理プログラムには,オーバフロー

エリアを意識させず,科目基本セグメント,後日記帳セグメ

ントなどのデータをロジかレ レベルで取り拭うことを可能と

している｡また,"HIBACS''は,ファイルの直接アクセス.

順アクセス機能,及びオンライン アクセス･オフライン ア

クセス機能をサボ【卜しており,広範な運用を可能にしてし､

る｡

(2)オンライン24時間運転の指向

キャッシュディスペンサなどの時間外運用のニーズととも

端末群

HけAC T-580 20

H｢TAC T-58010

H汀AC 9133

HITAC 9415

他CPU など

に･オンライン運用時閉廷長の必要性も高まってきた｡"HI

BACS''は,24時間運転を指向する機能として,オンライン

中のバッチ ジョブ機能を強化し,オンライン中のファイル

バックアップコピーの取得,デ【タキットのオープン/ク

ロ【ズ,予備ジャーナルの途中アサインなどをサポートし,

オンライン処理を続行しながらバッチ処埋を併行処理するこ

と,及びシステムの状態変更をすることを可能としてし､る｡

(3)ハイパーフォーマンス システムの実現

ますます増大する事務量をこなすハイパーフォーマンス

システム実現の必要性が高まっている｡"HIBACS''は,オ

ーバヘッドの拉′トなマルチタスキング方式を採用し,オーバ

へl■ノドの少ないファイル アクセス方式を採用している｡オ【

バへ･ソトの少なし†ファイル アクセス方式の例として,業務処

f里の特性に応じたセグメントのプライオリティ管理,複数セ

グメントの一一括受櫨し,複数レコード更新時のジャ【ナルーー

捕ライトなどが挙げられる｡

(4)l孝吉プログラムの閉塞とオンライン中の保守

従来のオンライン システムでは,ソフトウェアの障害発生

時には,システムを全面停止してきた｡"HIBACS,,は,従

軋 システムの全面停止要凶であった貨務処理プログラムの

托吉に対Iノ,障害部分の閉寒を行ない,オンライン中の保守

を可能にしている｡

VOS乞/VOS3 つ､-)て)くべザ

ち驚嘗盈
V＼?∇

もゝ八∇

丁

‾マ

こ‾芸方丈＼シフ､テhマロV＼

思てA恥
5ヽS恥

もS恥

う荒海ラ1ゝゝ仙ティうライ(≠≠】てS/笥てA恥 じ＼OS)

図4"HIBACS''を構成するソフトウェアl･=■BACS･･は,VOS2/VOS3の管理下で動作し,TMS-4V

及びFMBから構成される｡
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･履歴情報データセット

■メッセージ待合せデータ
セット

･管王到官報データベース

･顧客情報ファイル

･集計･日計ファイルなど
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図5 "H旧ACS''の機能構成 ■■HIBACS”は標準的なオンライン制御機能･ファイル制御機能を持ち,ユ

ーザーは業務処王里プログラムの開発に専念できる｡

(5)システム稼動率の向上

銀行オンライン システムの機能は拡人し,搾害の暴壬撃開削項

は多】岐にわたる｡それゆえ,障害か起きてもでき得る限り停

止させず,万一停止しても迅速にサ椚ビスが再開できるノン

ストップ システムの実現が強く要望されてきた｡いHIBACS"

は,全面凶復のほか,クイック凶子娃(プログラム ロード,オ

ープン処理をスキップ),部分回福(システム全休は停止させ
ず障吉に関連したトランザクションの凶脂処理)をサボーー卜

し,回復時間を短縮し,システムの稼動率を向_Lさせている｡

(6)システムの保全件の向上

銀行オンライン システムの管押しているファイル･テーブ

ルは,常に矛盾のない形で止しく維持されなければならない｡

"HIBACS''は,ファイル障害時の∪座保留機能,フ7イル

論理矛盾を防.1Lする排他利子卸機能,仙想記憶装拝L上のテMフ'

ル･データへの書込み保護機能をサポートし保全性を向卜さ

せている｡

(7)システム開発の生産性の向上

これからの銀行オンライン システムの開発規模は巨大化し,

システムの開発負担は-一時期に集中する｡多くのユーザーは,

現行システムを維持･運用しながら新システムの開発をせぎ

るを得ないという制約を背負っており,システム開発の生産

性向上は最重要課題となる｡"HIBACS■'は､標準的なアプ

リケーション制御機能,高級言語をサボ】卜しており,ユ【

ザーは業務処理ロジックの開発に専念できる｡

屯コピーディスク及びテープ

(8)システム設計の†:1由度の確保

銀行オンライン システムの開発に当たっては,卦と行ごとの

椎骨方針に従った特色あるシステムの怖築が要求される｡

"HIBACS-は,ゼネレーション マクロによるユーーサー｢シ

ステムにナナわせた機能の選択･テーブルの走糞を可能として

才)り,また,ユーザー｢オウン コーディングによりユーザー

システムに†ナわせたシステムが実･呪できる｡

(9)椎作件の向_L

鈍行すンライン システムにおいては,運Jl-ヨの機械化一帯プJ

化も強く要ラJミされてきた｡`LHIBACS''は,システム開始時

の｢7ンタIソナ オペレーション機能,翌1く与な道川コマンド機能,

オンライン｢†1のバッチ ジョブの日勤スケンュ肝ル機能などを

サボー1卜Lており,システム適用へのオペレrタの介入を減

少させ,操作什を向上させている｡

■】 結 言

以上,述べてきたように日立製作所は,多数の銀行の掛淳

を柑ながら,過去10余年にわたる銀行オンライン システム開

発の経験を生かし,ソフトウェア及びシステム開発技法の体

系化･標準化を図ってきた｡

今筏,銀行ユーザーごとの独自の経営‾方針に従い,特色が

あり,かつ豊吉な新機能を待ったシステムをより少ない要員

で開発することを叶能とするため,ソフトウェア及びシステ

ム開発技法の体系化･標準化の範囲を更に拡大Lていく考え

ていある｡
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